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河岸の駅さかいOPEN
パン屋さんやシェアオフィス。

古き良きモノを活かした心地よい空間

表紙：12月 OPENしたばかり。空き店舗を活用した「河岸の駅さかい」
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チ
ン
の
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
と
過
ご
す
な

か
で
、
日
本
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
生
活
の

違
い
を
体
験
し
た
り
、
マ
テ
茶
を
飲
む
な

ど
の
独
自
の
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
派
遣

事
業
を
通
し
て
、
参
加
し
た
児
童
た
ち
か

ら
は
、「
言
葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
一

緒
に
踊
っ
た
り
、
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
言

葉
の
壁
を
越
え
て
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
か
ら
29
時
間
か
け
て
行
っ
た
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
、
文
化
や
歴
史
を
自
ら
の

目
で
見
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
児

童
一
人
ひ
と
り
の
一
生
の
思
い
出
と
な
る

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
派
遣
し
、
国
際
感

覚
を
高
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国

派
遣
で
国
際
感
覚
を
磨
く

　

10
月
14
日
か
ら
23
日
ま
で
の
10
日
間
、

境
町
の
小
学
校
の
代
表
児
童
を
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
共
和
国
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　
こ
の
派
遣
事
業
は
、
１
９
３
３
年
よ
り

80
年
以
上
交
流
の
続
い
て
い
る
長
田
小
学

校
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
の
つ
な
が

り
を
よ
り
深
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
今

回
で
３
度
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
募
集
定
員
を
上
回
る
希
望

者
の
中
か
ら
、
長
田
小
の
児
童
６
名
、
境

小
３
名
、
猿
島
小
１
名
、
森
戸
小
１
名
、

静
小
１
名
の
合
計
12
名
の
児
童
が
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
へ
渡
航
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
ダ
ン
テ
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
学

校
、
日
亜
学
院
の
２
つ
の
学
校
や
茨
城
県

人
会
な
ど
を
訪
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
子

ど
も
た
ち
や
、
県
人
会
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
化
を
肌
で

感
じ
、
有
意
義
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
日
目
に
は
、
橋
本
町
長
た
ち

の
視
察
団
と
合
流
し
、
第
３
回
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
８
・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
大
会
競
技
の
、
ボ
ク
シ
ン
グ
と
空
手
の

決
勝
戦
を
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
空
手
で
は
日
本
人
選
手
が
金・

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
表
彰
式
の
様
子
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
で
あ

る
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
市
内
観
光
で

は
、
大
聖
堂
、
五
月
広
場
、
テ
ア
ト
ロ
・

コ
ロ
ン
劇
場
な
ど
を
見
学
し
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
派
遣
中
に
２
日
間
行
わ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン

境町×アルゼンチン　国際友好交流 ArgentinaSakaitown

境町の小学生 12 名を

ユースオリンピックを観戦！
橋本町長とアルゼンチンオリンピック委員の方と

アルゼンチンの伝統的な肉料理

ダンテアリギエーリ学校での記念撮影

現地の児童と仲良くなりました大使とお話しできました！

ダンテ学校で扇子を持った
児童と撮影茨城県人会歓迎会

アルゼンチンの本屋

ショッピング

ダンテ学校で美味しい昼食

Somos buenos 
amigos!

Host Family!

Friend!

日亜学院で一緒に折り紙

アルゼンチン共和国大統領府

アルゼンチン共和国へ派遣

日本
地球の裏側！
日本から

約2万キロ

地球の裏側！
日本から

約2万キロ

アルゼンチン
　　共和国

ホストファミリーと一緒に市街見学
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voice

　ぼくはこのアルゼンチン派遣事業に行っ
ていろいろな初体験をしてきました。その
中でも印象に残っているのは、大使館に行っ
たことです。大使は大統領と同じくらいえ
らいと聞き、とても緊張しました。しかし
実際にあってみるととてもおだやかな人で
緊張感がとけてたくさん話をすることがで
きてうれしかったです。
　大使館では久しぶりに日本のお茶を出し
てもらいました。やっぱり日本のお茶はと
てもおいしくて、全部飲んでしまいました。
　大使にはアルゼンチンのことを教えても
らったり、いろいろな質問をしたりしまし
た。大使はとても優しくてみんな平等に話
をすることができてうれしかったです。
　チャンスがあったら、また大使に会って
色々な話をしたいと思います。

　ぼくたちは、アルゼンチン派遣事業の事
前研修会で、メッセージカードづくりや歌
の練習、境町の紹介などをしました。研修
会が終わった時、いよいよアルゼンチンに
行くんだなぁと、緊張してきました。今ま
では、長田小学校のアルゼンチンの日の集
いで、アルゼンチン大使様を招いて、長田
小学校とアルゼンチンの交流について学ん
できました。アルゼンチンにいけるように
なって、とてもうれしい気持ちと、境町の
代表として責任を持って、行動しようとい
う思いが強くなりました。アルゼンチンへ
行ったら、その国の食べ物を食べたり、文
化や生活習慣のこと、アルゼンチンでどん
な遊びをするかを知り、長田小学校のみん
なに教えたいと思いました。このような経
験はなかなかできないので、アルゼンチン
でいい思い出を作り、楽しく安全に行こう
と思いました。

長田小６年　
鹿久保　竜翔

　私は、かけがえのない思い出と、たくさ
んの友達を作ることができました。10日間
のアルゼンチン派遣でしたが、私にとって
は1年分以上に感じられる思い出ができま
した。中でも私は、日亜学院、ホームステイ、
10日間の派遣でできた友達のことが強く印
象に残っています。日亜学院では、7年生
の教室で一緒に勉強しました。スペイン語
はよく分からなかったけど、友達がわかり
やすく説明してくれました。ドッジボール、
バレーボールをみんなでやったり、絵を描
いたりしてすごしました。ホームステイ先
では、一緒に公園や海賊船に行ったりして
遊びました。派遣でできた11人の友達は、
日がすぎていくにつれて、仲良くなってい
きました。元々人見知りだった私には、と
ても嬉しかったです。アルゼンチンの生活
習慣や文化はまだよく分かっていないので、
またいつか、アルゼンチンに絶対に行って、
くわしく知ってこようと思います。

長田小６年　
草間　美羽

　私の思い出は、ダンテ学校のことです。
学校に着くまで、仲良くできるかなあ、友
達は作れるかなあと緊張していました。学
校に入ると、みんなが出迎えてくれて、と
てもうれしかったです。アルゼンチンの人
はみんなフレンドリーで、ダンテ学校の生
徒もハイタッチなどをしてくれて、仲良く
なることができました。ダンテ学校では、
マテ茶やお菓子をいただきました。マテ茶
はストローで飲み、すごく熱くてとても苦
かったです。アルゼンチンの人は、こんな
苦いものを飲んでいるんだなあと思いまし
た。お菓子は、あまい物ばかりで、とても
おいしかったです。次に、ダンテ学校の生
徒と私たちで発表をしました。私たちは、
さんぽとサンバ・デ・ミ・エスペランサを
歌いました。ダンテ学校の生徒は、みんな
で歌を歌ってくれたり、盆踊りやダンスを
見せてくれました。みんなとても上手でし
た。友達も出来たので、また行きたいです。

長田小 6年　
岡野　千陽

　市街観光では、前日にホームステイ先
のファミリーと離れた寂しさも吹き飛ぶ
くらいのたくさんの思い出ができました。　
1つ目は、カミニートの街です。カミニー
トの街はとてもきれいで可愛らしかった
です。カラフルな見た目がとても印象に
残りました。2 つ目は、世界で 2 番目
にきれいな本屋さんです。私は、本が大
好きなので、ここのたくさんの本をすべ
て読んでみたいなと思いました。3つ目
は、世界で 2番目にきれいなお墓です。
お墓で 15 歳の女の子の伝説を聞きまし
た。少し怖かったですが、お墓はとても
きれいでなくなった方も幸せかなと思い
ました。4つ目は、大きなアルゼンチン
の旗を見たことです。旗は境町のプール
くらいあるのではないかと思うくらい大
きかったです。風にゆられてこいのぼり
のようでした。市内観光は一生忘れられ
ないすてきな思い出になりました。

長田小 5年
野村　李夏

　ぼくのアルゼンチンに行った一番の思い
出は、ホームステイです。初めは、家族の
一員としてやっていけるかどうかとても心
配でした。でも、フレンドリーに声をかけ
てくれて不安な気持ちを解いてくれました。
それに、いっしょにカードゲームをしたり、
ナイフ・フォークの持ち方や使い方を教え
てくれたりしました。とても親切にしてい
ただいたので、自分の家のように楽しく安
心して過ごすことができました。そんな中
で一番心に残った事は、みんなでピザを作っ
て食べたことです。トマトやレタス、ご飯
など色々なものをのせてオリジナルのピザ
を作って食べました。それぞれが工夫した
ピザを作っていて、とてもおもしろかった
です。家に帰ったら同じように作ってみた
いと思いました。
　このホームステイは、アルゼンチン派遣
事業の中でも、貴重な経験となり、僕にとっ
て一生の思い出になりました。

静小６年　
大賀　陽翔

　一番心に残ったのは、「日亜フェスティ
バル」です。それは、出発前の日本で
も、アルゼンチンに着いてからも練習を
頑張ったアルゼンチンの歌「サンバ・デ・
ミ・エスペランサ」をアルゼンチンのみ
なさんの前で発表し、聞いてもらうこと
が出来たからです。当日、日亜学院の一
年生が「英雄」という日本の歌と「アル
ゴリズム体操」を発表してくれました。
「アルゴリズム体操」では、ぼくたちも飛
び入りで一緒に踊り、盛り上がりました。
ぼくたちの番になり、失敗しないか緊張
しましたが、練習の成果を精一杯出し切
ることができ、終わった時、アルゼンチ
ンのみなさんがたくさんの拍手をしてく
れてとてもうれしかったです。発表の後、
折り紙で「鶴」や「手裏剣」の折り方を
教えてあげたりして、日亜学院のみなさ
んと交流を深めることが出来ました。ぼく
の人生の中で一番の思い出となりました。

森戸小５年　
倉持　大瑛

　ぼくのアルゼンチンに行った一番の思
い出は、ぼくたち 12 人と県人会の中学
生や、高校生といっしょにラッシュとい
うトランポリンの遊園地に行った事です。
広い室内に、トランポリンがたくさんあっ
て、とってもおどろきました。いろいろ
なトランポリンを楽しみ、その中でも、
平均台の上でお互いをやわらかい棒でた
たくアトラクションが一番楽しかったで
す。県人会の人とも、勝負をしました。
勝ててとってもよかったです。
　アルゼンチンの学校は、午前中でおわ
るところが多いそうなので、午後は習い
事をしたりこういうことをして遊んでい
ます。
　今までに行った事のないアルゼンチン
に行けて、たくさんの思い出ができまし
た。また、アルゼンチンに行きたいと思
いました。

事前研修
境町を出発！飛行機でアルゼンチンへ！

日亜学院　フェスティバル
ダンテアリギエーリ

学校訪問
茨城県人会歓迎会Ｒｕｓｈ（遊技場）ホームステイ日本へ帰国、

境町へ到着！
市街観光
ショッピング 日亜学院　歓迎式 大使館訪問

　私は、外国に行くのも飛行機に乗るのも
初めてだったので、とても緊張していまし
た。でも、アルゼンチンに行くのが楽しみ
だったので、ワクワクした気持ちで行きま
した。日本からアメリカのニューアークま
で13時間。途中の待機で5時間、アメリ
カからアルゼンチンまで11時間。合計29
時間かかりました。
　私は、ふだんメガネをかけて生活してい
ますが、アメリカからアルゼンチンに向か
う飛行機でメガネを落としてしまいました。
みんなに協力して探してもらいましたが見
つからず、機内アナウンスをしてもらいま
した。それでもメガネは見つからなかった
ので、もうあきらめないとダメかなと思っ
ていたとき、外国人男性が見つけてくれま
した。「グラシアス」と、スペイン語でお礼
を言うことができました。長旅でしたが、
これからのアルゼンチンでの生活を楽しみ
に思うことができました。

長田小 5年　
石綿　莉瑚

　ぼくたちが、アルゼンチンに着いて、
最初に向かったのは、茨城県人会の歓迎
会です。歓迎会では、エンパナーダやピザ、
アルゼンチンのデザートなどたくさんの
食べ物を用意してくれていました。昨年
行った友達の話を聞いて、ぼくもエンパ
ナーダを食べてみたいと思っていたので
うれしかったです。給食で出たエンパナー
ダとは形も味もちがい、本場のものはば
つぐんに美味しくて６個も食べてしまい
ました。エスコバル日本語学校の生徒も
来てくれていました。日本語が話せたの
で普通に会話が出来てよかったです。天
気もよくてエスコバル日本語学校と県人
会のみんなと一緒に外でトランポリンや
ブランコなどをして遊びました。お別れ
の時にサンバ・デ・ミ・エスペランサと
さんぽを歌いました。また、アルゼンチ
ンに行きたいです。次は、日本の郷土料
理を教えたいと思います。

長田小 5年　
豊田　夏徳

『事前研修』

　私の一番印象に残っている事は、日亜学
院のみなさんと交流を深めた事です。日亜
学院では、５年生と７年生が私達をむかえ
てくれました。私たちは、２・３人に分か
れて、各クラスにいき、授業や休み時間、
給食などを、日亜学院のみんなとすごしま
した。授業は、スペイン語で話しているので、
何を言っているのか良く分かりませんでし
たが、体育の授業は、なんとなくルールが
分かり、ドッジボールのようなものをしま
した。休み時間には、７年生と一緒に教室
で映像を見ながら、ダンスを踊ったり、６
年生のみんなと屋上に行き、おにごっこや、
座ったままのケイドロなどをして、とても
楽しかったです。授業終了後に、自分でもっ
てきたおやつを食べたり、給食のおじさん
がおやつをもってきて食べていた事にびっ
くりしました。日亜学院は、みんな優しく、
とても楽しい学校でした。また、アルゼン
チンに行って、日亜学院にも行きたいです。

境小６年　
沼尻　彩里

『日亜学園
との交流』

『日亜フェス
ティバル』『市街観光』

『ダンテアリギ
エーリ学校』

『アルゼンチン
茨城県人会』

『飛行機で
アルゼンチンへ』

　私が印象に残っている事は、ホームステ
イです。アルゼンチンの方と生活をするこ
とによりアルゼンチンの習慣を知ることが
できました。その中でも特に驚いたのは、
マテ茶というお茶を毎日飲むことです。こ
のお茶は、とても苦いので子どもは砂糖を
入れて飲む事が多いそうです。わたしも飲
んでみましたが、とても苦く香りの強いお
茶で飲むサラダといわれるほど体に良いお
茶だと知り、アルゼンチンの方が毎日飲ん
でいる理由が分かりました。
　４日目に日本語学校を訪れた時には、折
り紙を一緒に折りました。鶴や立体の花な
ど日本の私達より折り紙を上手に折れる人
もいました。また日本語学校では、私と同
じ五年生が二・三年生の漢字を勉強してい
るので、ひらがなや、漢字を使った文章を
書ける事にとても驚きました。ほかにも驚
いた事や楽しかった出来事などを多くの人
に伝えていきたいと思います。

境小 5年　
赤澤　星乃叶

『ホームステイ』

『ホームステイ』

『アルゼンチン
の友達』

ユースオリンピック
競技観戦

10/1410/1610/17 10/1510/19 10/18～ 10/23 10/20 ・ 21

境小６年　
松沼　海生

『大使館訪問』
猿島小 5年　
稲垣　翔太

『RUSH』
（トランポリン遊技場）

アルゼンチン派遣でどんな経験をしてきましたか？

10/18 ・ 19 10/14

←←←←←←←←←← ←



境町ふるさと納税人気ランキング
順位 お礼の品名

1位 茨城県のお米4種食べくらべ20kgセット

2位 厳選茨城コシヒカリ20kg

3位 茨城県産コシヒカリ無洗米15kg
4位 特選常陸牛A5・A4ももステーキ100g×5枚
5位 和洋中三段おせち「吉祥」
6位 特選常陸牛A5・A4等級（すき焼き・しゃぶしゃぶ用450g）
7位 防災トイレ（非常用トイレ）ベンリー袋50回分
8位 特選常陸牛A5・A4等級（サーロインステーキ180g×2枚）
9位 アルファ米12食セット道の駅さかい防災グッズ
10位 低温製法米パックライス（境町産コシヒカリ使用）

申し込みランキング（平成30年12月17日時点）

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
常
陸
牛
を
取
り
扱
い
始
め
て
ま
も
な

く
平
成
27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
牛
舎
が
水
没
し

ま
し
た
。
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
の
お
か
げ
で
、牛
舎
を
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
、出

荷
も
安
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。た
く
さ
ん
の
寄
付
者
の

方
に
お
礼
の
品
と
し
て
常
陸
牛
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、町
を

VOICE 事業者の声

㈱シバサキ　柴﨑哲夫社長

常
陸
牛
を
愛
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

応
援
し
て
く
だ

さ
り
、愛
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、

支
持
し
て
く
だ

さ
る
寄
付
者
の

皆
さ
ん
の
期
待

に
答
え
ら
れ
る

上
質
の
常
陸
牛

を
お
届
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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ふ るさと納税 皆さんの疑問にお答えします

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
ふ
る
さ
と
納
税

の
高
額
な
返
礼
品
に
つ
い
て
、
過
熱

ぶ
り
が
報
道
さ
れ
、
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
総
務
省
よ
り
、
返
礼
品
は

・
価
格
を
寄
付
金
額
の
３
割
相
当

・
地
場
産
品
に
限
る

と
い
う
指
示
が
あ
り
、
従
わ
な
い
自

治
体
は
税
金
控
除
対
象
を
外
れ
る
と

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

　
　
　
　

高
額
な
返
礼
品

が
問
題
に
な
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
。

境
町
は
大
丈
夫
？

そ
れ
じ
ゃ

来
年
は
寄
付
金

減
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

平
成
30
年
８
月
31
日
付
で

総
務
省
の
通
告
に

対
応
済
み
で
す
。

減
り
ま
す
。

お
し
え
て

サ

カ

イ
タ

チ

ふ
る
さ
と
納
税

い
う
警
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
町
で
は
、
平
成
30
年
８
月
31
日

を
も
っ
て
、
ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
友
好

都
市
締
結
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

た
ハ
ワ
イ
関
連
の
品
物
、
境
町
の
野

菜
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
都
内

レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
事
券
な
ど
の
地
場

産
品
以
外
の
返
礼
品
の
取
り
扱
い
を

終
了
。
返
礼
率
を
３
割
以
内
に
収
め

て
い
ま
す
。

減
る
の
?!

大
丈
夫
？

平
成
30
年
よ
り
は

減
り
ま
す
。

で
も
大
丈
夫
。

2 億

1億

3億

平成 30年

2 億
9,693
万円

平成 31年平成 29年

2 億
7,194
万円

　

こ
ち
ら
の
グ
ラ
フ
は
平
成
29
年
の

11
月
と
平
成
30
年
同
月
の
ふ
る
さ
と

納
税
金
額
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

8
月
に
返
礼
率
を
３
割
に
収
め
る

よ
う
に
変
更
し
た
後
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
、
や
や
増
額
の
寄
付
金
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
来
年
平
成

31
年
も
、
平
成
30
年
と
ほ
ぼ
同
様
か

少
し
減
る
寄
付
額
を
頂
け
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

問
題
に
な
っ
て

い
る
ふ
る
さ
と
納
税
は

悪
い
制
度
で
す
か
？

境
町
の
よ
う
な

地
方
に
と
っ
て

と
て
も
良
い
制
度

だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
が

な
く
な
っ
た
ら

境
町
は
大
丈
夫
な
の
？

ふ
る
さ
と
納
税
だ
け
に

頼
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

財
源
を
考
え
、
創
り

出
し
て
い
ま
す
。

　

境
町
は
平
成
27
年
度
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
新

た
な
財
源
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
さ
ま
で
様
々
な
事

業
に
役
立
て
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地

方
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
大

変
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で
す
が
、

い
つ
廃
止
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
境
町
は
、
将
来
の
た

め
に
基
金（
町
の
貯
金
）を
積
み
立
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
以
外
の
財
源
を
創
り

出
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
29
年
度
か
ら
境
町

の
全
小
中
学
校
で
開
始
し
た
先
進
的

な
英
語
教
育
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
ク
ー
ル
事
業
」
は
、
ふ
る
さ
と

　

返
礼
率
が
３
割
に
制
限
さ
れ
る
以

前
か
ら
、
境
町
の
お
礼
の
品
は
、
米

や
牛
肉
な
ど
、
境
町
の
地
場
産
品
に

人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

左
の
表
は
、
12
月
17
日
付
の
「
境

町
ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
の
品
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
返
礼
率
を
３
割

と
し
た
8
月
以
降
も
変
わ
ら
ず
、
境

町
の
美
味
し
い
食
べ
物
が
人
気
な
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

4
位
・
6
位
・
8
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
る
常
陸
牛
は
、
平
成
27
年

9
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
牛
舎
が

水
没
し
、
約
２
億
円
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
水
害
に
際
し
て
境
町
に

寄
付
金
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
牛
舎
再

建
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
お
礼
の
品
と
し
て
常
陸

牛
が
た
く
さ
ん
選
ば
れ
て
お
り
、
安

定
し
た
販
売
先
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
付
金
を
災

害
支
援
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
境
町

の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

う
え
、
地
元
の
農
産
物
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
新
た
な
市
場
を
確
保
す

る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
と
言
え
ま

す
。
高
額
な
豪
華
返
礼
品
問
題
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ふ
る
さ

と
納
税
で
す
が
、
境
町
の
よ
う
な
地

方
に
と
っ
て
、
上
手
に
活
用
す
れ
ば

と
て
も
良
い
制
度
だ
と
、
境
町
は
捉

え
て
い
ま
す
。

納
税
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
６
億
円
の
基
金
を
積

み
立
て
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
が
な
く
な
っ
て
も
、
６

年
先
ま
で
英
語
教
育
事
業
が
継
続
で

き
る
額
で
す
。

　

ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
よ
る
売

電
収
入
や
、
各
種
補
助
金
の
獲
得
、

全
国
の
企
業
か
ら
寄
付
を
募
る
「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
推
進
、
企

業
誘
致
に
よ
る
税
収
ア
ッ
プ
、
コ
ス

ト
削
減
な
ど
様
々
な
工
夫
で
ふ
る
さ

と
納
税
以
外
の
財
源
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

　

ま
と
め

サ
カ
イ
タ
チ
の

　ふるさと納税は、地方にとって良
い制度であり、境町は上手に制度を
活用しています。
　一方で、ふるさと納税がいつなく
なってもやっていけるような「稼げ
る自治体」を目指し、他のいろいろ
な財源を考えています。財源の開拓
はこれからも積極的に続けて
いきます。

11 月の寄付金比較

平
成
31
年
予
測



★境町

広島県 岡山県倉敷市

北海道厚真町・
安平町
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11月6日、宮坂厚真町長から感謝状を受け
る橋本町長

1
災 害 支 援

災 害 協 定 代理寄付やコンテナ設置など、
ふるさと納税を使った様々な
被災地支援を実施しています

北海道厚真町
3,772 万 2,120 円

北海道安平町

迅速な代理寄付対応「広島県」
「岡山県倉敷市」「北海道厚真町」

災害支援に使用している
宿泊型コンテナを扱う企業 2 社と
災害時の連携協定を締結

洪水、地震被災時の相互応援
協定を締結。災害対策を強化

2 被災地応援パートナーシップで
支援金 635 万 8,839 円
　平成30年7月10日〜8月31日までの期間内でふるさと納税の寄付金
額の3%を支援金として、㈱トラストバンク経由で被災地へ分配しました。
被災地応援パートナーシップは、返礼品を受けられて、同時に寄付を行う
こともできる仕組みです。

　被災した自治体に代わって、寄付の受付や納税証明書などの書類の発
行を他の自治体が代行。平成28年4月に発生した熊本地震の際に橋本
町長の発案により、㈱トラストバンクとの連携で新たな被災地支援として
全国で初めて実施され、現在では代理寄付による支援が自治体間で広
がっています。
　境町では、７月、9月の災害においても、いち早く代理寄付を開始し、集
まった災害支援金を各自治体へ直接出向き贈呈しました。

　町では、7月や9月の災害において、被災地支
援の際に連携させていただいた、北海道の建設
会社「㈱アーキビジョン21」、都内の不動産会
社「㈱アーネストワン」と、それぞれまちづくり
や災害対策へ向けた包括連携協定を締結しまし
た。協定を基に、各社が開発したトレーラハウ
スやコンテナハウスを地域の資源を活かしたま
ちづくりや、災害時の連携による安心安全な地
域づくりでの活用を進めます。
　今後、すでに設置されている4台に加え、文化
村敷地内へのコンテナハウス等の導入・設置を
推進し、町内で災害が発生した場合や全国の被
災地での活用、2020年東京五輪のアルゼンチ
ン選手団事前キャンプの宿泊などでの使用を想
定しています。

　群馬県邑楽郡大泉町と災害時相互応援協定
を締結しました。協定書には、洪水や地震、その
他の災害が発生した場合、十分な被災者支援が
行われない際に、被災町の要請に応じて、もう
一方が食料などの支援物資の提供、避難者受け
入れを行うことなどが盛り込まれています。応
急対策、復旧対策を迅速かつ円滑に遂行するこ
とを目的とし、災害対策強化に努めます。

岡山県倉敷市の
公民館に設置さ
れた大型トレー
ラハウスの様子。
1台で4名の宿
泊設備が整った
移動式ハウスで、
北海道厚真町へ
の災害支援でも
活用され、連接も
可能です。

11月21日、伊東倉敷市長（右二人目）に目
録を贈呈する橋本町長（左二人目）

岡山県倉敷市
1 億 4,548 万 5,901 円

平成 30 年 7 月豪雨災害支援

平成 30 年 7 月豪雨災害支援

平成 30 年 9 月北海道胆振東部地震災害支援

平成 30 年 9 月北海道胆振東部地震災害支援

11月21日、湯﨑広島県知事に目録を贈呈
する橋本町長

広島県
7,057 万 5,193 円

平成 30 年 7 月豪雨災害支援

橋本町長発案で
代理寄付の輪が
広がっています

クラウドファンディングで
資金を集めて被災者を支援
　ガバメントクラウドファンディング（GCF）とは、地方自治体がプロジェ
クト実行者としてインターネットを通して世の中に呼びかけ、共感した人か
ら資金を募る仕組みです。町では、平成30年7月豪雨災害を受けて、ふ
るさと納税サイト「ふるさとチョイス」でGCFを活用した災害支援を行って
います。

3

避難生活をして
いる子どもたち
が、放課後にの
びのびと自由に
遊び自習できる
モバイル型仮設
集会所を北海道
厚真町の小学校
敷地内に設置（写
真左下）していま
す。

自宅を失い営
農が困難となっ
た北海道安平
町の牧畜・酪
農・ハウス栽培
農家に、モバイ
ル型住宅ユニッ

トを2年間無償で設置・レンタルする事業の資金
を募集しています。

子どもたちに放課後
自習室を届けたい　

モバイル型住宅ユニット
無償貸し出しで営農を助けたい

ふるさと納税を活用した３つの被災地支援

GCF

町が災害用として購入してい
た、様式の異なるコンテナ3台
及び大型の宿泊用コンテナ4
台を倉敷市へ輸送する資金を
集め、避難所に設置しました。

避難所生活を過ごす乳児とお
母さんへの支援として岡山県
倉敷市に授乳服と授乳用ブラ
ジャーを届けました。

宿泊用コンテナ
7 台を倉敷市へ

被災地に「授乳服」
を届けたい

GCF

GCF

GCF

GCF

12 月 10 日締結式。㈱アーネストワン
の松林重行社長 (写真左 )

12 月 17 日締結式。村山俊明大泉町長
(写真左 )

㈱アーネストワン

群馬県邑
おう

楽
ら

郡大泉町

㈱アーキビジョン 21

災害時、岡山県
倉敷市の避難所
へ輸送・設置さ
れたコンテナハウ
ス。宿泊設備や
個室トイレ、シャ
ワーなど、１台ず
つに用途に応じ
た対応が可能で
す。

万が一利根川が決壊した場
合は、境町の95%が浸水し
ます。大泉町は災害の少な
い町です。境町が助けてい
ただく意味合いが大きいで
すが、大泉町には外国人の
方が多いので、言葉の違い

による避難対策や避難所での対応などを学ん
でいきたい。両町が安心安全な町になってい
けるよう努力してまいります。

大泉町はこれまで大きな災
害に遭ったことはありませ
ん。災害の際には、全力で
支援の役割を果たしていき
たい。

10 月 12 日締結式。㈱アーキビジョン
21の丹野正則社長 (写真左 ) 災

害
直
後
だ
け
で
は
な
い

長
期
的
な
支
援
活
動
を
実
施

災害支援の取り組みが
テレビ、ラジオ、新聞に掲載報 道

7/10 	 東京新聞 朝刊
7/11 	 朝日新聞 朝刊
7/12 	 茨城新聞 朝刊
7/20 	 産経新聞 朝刊

（ほか 7月計 8件）
9/15	 朝日新聞 朝刊
11/7	 読売新聞 朝刊
11/15	読売新聞 朝刊
11/28 	山陽新聞 朝刊
12/14 	茨城新聞 朝刊
12/18 	朝日新聞 朝刊

テレビ
7/9	 NHK「茨城ニュースいば６」
7/17	 日本テレビ「newsevery」
7/18	 TBS「N スタ」
7/18	 テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」
7/18	 テレビ朝日「スーパー J チャンネル」（ほか 7月計 7件）
11/21	 tss テレビ新広島「広島ニュース TSS」
11/21	RCC 中国放送「RCC ニュース」
11/21	広島ホームテレビ「５UP」
11/24	NHK「広島ニュース」
ラジオ
7/13	 文化放送「斉藤一美ニュースワイド SAKIDORI」

12 件 14 件新 聞

包括連携協定締結

災害時応援協定

橋本町長

村山大泉町長

テレビ
ラジオ



楽しく学び学習意欲を育てる
「科学で遊ぼう！ in さかい」

「第 8 回さしま茶 T-1 グランプリ」で
境町の子どもたちが大健闘！

　科学的な遊びを通して科学に親しみ、興味・関心を深
めることを目的としたイベントが境町民体育館で開催さ
れました。青少年健全育成さかい町民の会、境ライオン
ズクラブ、茨城大学鋳造クラブ、地域の企業及び個人の
協力者等８つの団体が科学の力を応用した様々なブース
を展開しました。当日は秋晴れのなか、家族連れを含む
約 440 人の参加者で賑わいました。

11／ 18

11／ 18

日本一の米の匠「遠藤五一氏」による
農業経営者人材育成講演会を実施

「第 6 次境町総合計画」の策定のため
町民討議会を開催し活発な意見を発表

　山形県上和田有機米生産組合顧問であり、日本一の米
の匠といわれる遠藤五一氏を講師に招いて農業経営者人
材育成講演会が開催されました。「消費者ニーズに合わせ
たお米作りとは？」と題し
た講演会には、50 名を超
える農業関係者が参加しま
した。有機農業の必要性や
美味しい米を作るという思
いを持って生産することの
大切さと地域性を大事にす
ること等、遠藤氏の経験を
交えたメッセージが届けら
れ、受講者は真剣に耳を傾
けていました。
　今後も農家の方の経営者
感覚の向上支援に取り組ん
でいきます。

　第 6 次境町総合計画の策定に向け、将来のまちづくり
の方向性等について、行政に対する積極的な意見を議論
するため、「町民討議会」を開催しました。無作為に抽出
された町民のうち参加を希望した 9 人をはじめ、境町総
合計画審議会会長の牛山教授（明治大学）ならびに、イ
ンターンとして研修中の牛山教授のゼミ生 5 名、研修職
員など約 20 人が参加しました。「境町魅力発見ワーク
ショップ〜わたしたちが町に住み続けたい理由〜」をテー
マに活発な意見が飛び
交い、参加者からは「住
民が主体的に町に関わ
り、小さな行動を起こ
すことが必要」といっ
た前向きな意見が多く
聞かれました。

11／ 22

11／ 25
ロケットの打ち上げを体験

町のいいところを発表しあい、「いいねぇ〜！」と討議参加者の皆さん

講演を行う遠藤氏

町の魅力を通して活発な意見交流を実施

境町産と遠藤氏が手がけた有機米の
味比べも行われました
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坂本忍さん
Sinobu Sakakamoto

◎
鮨
職
人
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　
「
純
粋
に
憧
れ
で
す
」。
海
の
な
い
境
町
に
生
ま
れ

育
ち
、
剣
道
を
教
え
る
父
親
の
影
響
で
、
幼
少
か
ら

ず
っ
と
剣
道
一
筋
だ
っ
た
と
い
う
坂
本
忍
さ
ん
。
名

前
の
「
忍
」
は
、
刀
に
心
を
書
き
、
武
道
を
愛
す
る

父
親
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
思
い
を
受

け
た
「
粘
り
強
い
心
」
が
、
高
校
を
卒
業
し
、
職
人

の
道
を
成
功
へ
と
導
き
ま
す
。

◎
独
立
へ
の
火
を
つ
け
た
親
友
の
死

　
20
歳
の
時
に
、
親
友
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
境
高

野
球
部
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
、
大
学
野
球
で
も
エ
ー
ス

で
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
か
ら
声
が
か
か
る
ほ
ど
の
名

選
手
で
し
た
。「
彼
の
よ
う
に
、
僕
も
生
ま
れ
て
き

た
意
味
を
作
り
た
い
」
と
考
え
、
20
代
で
の
独
立
を

目
標
に
し
ま
し
た
。

◎
独
立
３
年
で
３
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
に

　
高
校
を
卒
業
し
、
18
歳
で
鮨
職
人
を
目
指
し
上
京

し
ま
す
。
修
業
先
は
、
明
治
22
年
よ
り
創
業
の
老
舗

「
築
地
寿
司
清
」。
11
年
間
修
行
を
積
み
、
29
歳
の
若

さ
で
独
立
し
、
高
級
店
が
軒
を
連
ね
る
西
麻
布
に
店

を
オ
ー
プ
ン
。
そ
の
名
は
「
お
す
し
や
さ
ん
」。
独

立
二
年
目
に
は
「
六
本
木
プ
レ
ミ
ア
ム
」、
三
年
目

に
は
「
松
濤　
坂
本
」
と
、
お
寿
司
の
名
店
を
３
店

舗
を
構
え
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。

◎
「
悪
名
は
無
名
に
勝
る
」
経
営
戦
略

　
そ
の
当
時
、
金
髪
頭
で
お
鮨
を
握
っ
て
い
た
と
い

う
坂
本
さ
ん
。
経
営
者
と
し
て
と
に
か
く
目
立
っ
て

知
っ
て
も
ら
う
、
そ
こ
か
ら
店
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
、
と
が
む
し
ゃ
ら
に
鮨
職
人
「
坂
本
忍
」

の
名
を
売
る
の
に
必
死
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
店
舗

拡
大
と
と
も
に
、「
坂
本
の
屋
号
を
使
っ
て
お
客
さ

ん
を
が
っ
か
り
さ
せ
た
く
な
い
」
と
唯
一
無
二
の
鮨

屋
で
あ
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
そ
し
て
、
転
機
を

迎
え
ま
す
。

◎
店
を
た
た
み
、
北
海
道
で
勝
負
！

　
独
立
か
ら
８
年
目
、
37
歳
で
心
機
一
転
、
お
店
を

す
べ
て
終
い
、
北
海
道
苫
小
牧
市
に
「
北
海
道　
坂

本
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す
。
鮨
ネ
タ
の
本
場
で
、

田
舎
で
商
売
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
を
体
感
す
る
と
と

も
に
、
陶
器
作
り
に
も
専
念
し
ま
し
た
。

◎
銀
座
で
一
番
高
級
な
ネ
タ
と
手
作
り
の
陶
器

　
「
銀
座
に
新
し
い
ビ
ル
が
建
つ
。
そ
こ
で
お
店
を

出
さ
な
い
か
」
と
い
う
声
が
か
か
り
、
ま
た
東
京
で
、

今
度
は
銀
座
で
勝
負
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
銀
座

に
は
３
０
０
店
舗
以
上
の
鮨
屋
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
場
所
で
す
が
、
誇
り
と
屋
号
「
坂

本
」
を
掲
げ
、
銀
座
で
一
番
高
級
な
ネ
タ
を
仕
入
れ
、

す
べ
て
手
作
り
の
陶
器
で
も
て
な
し
ま
す
。「
銀
座

坂
本
」
オ
ー
プ
ン
日
は
、
親
友
の
命
日
の
12
月
11
日
。

◎
鮨
職
人
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
と
今
後
の
抱
負

　
「
鮨
屋
で
あ
る
前
に
飲
食
店
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
日
の
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま

せ
る
。
毎
日
そ
れ
の
繰
り
返
し
で
す
」
今
日
も
思
い

を
込
め
て
、
銀
座
で
勝
負
し
ま
す
。

唯
一
無
二
の
鮨
屋

「
銀
座
坂
本
」
こ
こ
に
あ
り

情
熱「
境
」で
は
、境
町
在
住
・
出
身
の
方
等
で
、

芸
術
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。
第

22
回
は
、
こ
の
12
月
、
新
た
に
銀
座
に
「
銀

座
　
坂
本
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
鮨
職
人
の

坂
本
忍
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

1.こだわりの江戸前鮨。「銀座一最高の
ネタを仕入れている」という自慢のに
ぎりは、ひと口で幸福の絶頂に　2.扱
う器はすべて坂本さんの手作り　3.す
べての器に掘られた「秀」は、父の秀
三郎さんの名前から。家業を継がなかっ
た想いを器に残している　4.毎日使用
する和包丁には、亡き友人の名「陽」
を刻み、職人魂を奮い立たせる

銀座 坂本
（東京都中央区銀座8-7-9　金六ビル5階）
電話 03-6280-6222

昭和 52 年 5 月 19 日境町生まれ
18 歳で鮨職人を目指し、29 歳で独立。
西麻布、六本木、松濤、北海道に店を
構える。坂本の屋号は唯一無二という
考えのもと、心機一転 12 月 11 日「銀
座坂本」をオープン。

オープンに当たって引き抜いた板前の吉田
明彦さんと共に鮨と和食を提供します

略歴

1

2

3 4
生涯鮨職人

　さしま少年自然の家で、小学校 3 年生から 6 年生ま
でを対象に、お茶のいれ方や知識を競う「第 8 回さしま
茶 T-1 グランプリ」（さしま茶協会主催）が開催されま
した。同大会には、生産地域の境町、坂東市、古河市、
常総市、八千代町の 5 市町の小学校から 16 チーム総勢
60 名の元気な小学生チャレンジャーが参加しました。
　境町からは長田・境小 1 チーム、長田小 1 チーム、
猿島小 1 チーム、静小 1 チームの計 4 チーム 16 名の
児童が茶レンジしました。団体の部でボーイズ＆ガール
ズ（長田・境小）が、個人の部では初見優陽さん（境小
4 年）が最優秀賞に輝きました。

◀優勝したボーイズ＆
ガールズの皆さんと個人
の部で優勝した初見優陽
さん（左から 3番目）

T-1 グランプリに出場した参加者での集合写真

Sakai town news Sakai town news15 14



第30回アルゼンチンの日の集い
　境町中央公民館にて、アラン・ベロー特命全権大使を
迎え、アルゼンチン共和国との更なる文化交流を目的に、
アルゼンチンタンゴショーを開催しました。
　タンゴショーの前には、長田小児童による境町とアル
ゼンチンとの交流の歴史や、10 月にアルゼンチン共和
国に派遣された児童による体験談の発表が行われまし
た。タンゴショーがはじまると、叙情的な音楽と踊りの
融合、きらびやかな衣装に、700 名の来場者は魅了され、
公演後には多くのご好評の声をいただきました。

　長田小学校で第 30 回アルゼンチンの日の集いが開催
されました。長田小学校とアルゼンチン大使館との交流
は 85 年を超え、アルゼンチンの日の集いも 30 回目を
迎えました。今年度もアラン・ベロー特命全権大使、セ
サル・カンポイ公使を招待し、盛大に開催されました。
　集いでは、アルゼンチン派遣事業に参加した 12 名が
現地での体験を発表しました。また、その後の長田フェ
スティバルでは、ベロー大使が児童の出店を 1 つ 1 つ巡
り、笑顔で交流されました。

ベロー大使からお菓子のプレゼントを受けとる児童たち

交流給食の様子児童と笑顔で交流するベロー大使

華麗に踊るタンゴショーの様子

アルゼンチン派遣児童の発表 来場者の様子

境一中 3 年
野本このみさん

題名「税について」

優勝した新吉町チームの皆さん

境一中 3 年
小林正紀さん

題名「税によって成り
　　　立つ私達の生活」

租税教室の感想

新吉町
鹿久保喜一さん

第１４回  境町近隣ミニバスケット
　　　ボール大会
会　場　境町民体育館
出場数　12チーム
	 古河ＭＢＣ
	 豊岡ＭＢＣ
	 作岡ＷＩＮＧＳ
	 ＭＢＣ長田

優　勝
準優勝
第 3 位
第 4 位

12 ／ 1・2

「税についての作文」で境一中の
野本このみさんと小林正紀さんが受賞

11 ／ 15

第２４回  境ライオンズクラブ
　　　少年サッカー大会
会　場　境町民体育館
出場数　8チーム
	 境トリニタスジュニア
	 三和 Sクリアンサス
	 八千代町 SS

優　勝
準優勝
第 3 位

12 ／ 1

優勝した境トリニタスジュニアの皆さんと境ライオンズクラブの皆さん

●長田小 6 年　稲垣蒼馬くん
今日の授業を通して色々な税金
について知れて、とても面白かっ
たです。1 億円のレプリカは凄く
重かったですが、貴重な体験がで
きたと思います。これからも税金
について考えたいと思いました。

　新吉町にある道の駅さかいのイベントと
いうことで、代表として参加しました。母
がそば打ちが得意だったので、幼少の頃よ
りそば打ちは身近でした。本格的にはじめ
たのは　定年退職後で約 10 年くらい。こ
だわりの粉を使って二八蕎麦を提供させて
いただきました。初参加で優勝させていた
だき光栄です。来年も機会があれば参加し
たいです。

今回、税の作文を書い
て、税金について学ぶ
ことができて良かっ
たと思います。まさか
自分の作文が選ばれ
るとは思わなかった
ので、驚きました。

自分の文章が認めら
れて、とても嬉しいで
す。表彰式で税務署長
さんや関係者の方た
ちの話を聴いて税の
大切さを改めて感じ
ることが出来ました。

茨城県租税教育推進協議会会長賞

境町長賞

　平成 30 年度合同納税表彰式（古河税務署と関係団体
が主催）が開催されました。租税教育の一環として税の
役割や使われた方について正しい知識を身につけてもら
おうと募集した中学生と高校生の優秀作文が表彰され、
境一中から 2 名が受賞しました。

町内全小中学校で税の仕組みを学ぶ
「租税教室」を開催

そば打ち名人選手権で新吉町の鹿久保喜一さんが優勝

12 ／ 12 11 ／ 25

　古河税務署管内租税教育推進協議会では、児童生
徒たちに納税の義務を正しく理解してもらうため、
町内全小中学校で、毎年租税教室を開催しています。
　12 月 12 日には、長田小学校の 6 年生を対象に、
税務署の平井事務官を講師に迎え、租税教室が実施
され、税について学べる DVD の観賞や、1 億円の
レプリカの重さ体験などが行われました。

　道の駅さかいにて、新そば祭りが行われました。境町近隣で採れた
新そば粉を使用しそば打ち名人を決めるアマチュア参加者限定の選手
権「第 5 回そば打ち名人選手権 in SAKAI」では、4 チームが競い合
い、投票券を購入した多くのお客様で賑わいました。来場したお客様
は、4 種類の新そばの味比べをしながら、新そばならではのこしや香
りを楽しみました。

優勝

11 ／ 17 10 ／ 27

第 5 回
そば打ち名人選手権
in SAKAI

V O I C E
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境
ニ
ュ
ー
スTOW
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第９４回  境町バレーボール大会
会　場　境町民体育館
出場数　8チーム
	 レア
	 ウェルダン
	 ミディアム
	 桜舞会

優　勝
準優勝
第 3 位
第 3 位

12 ／ 9

スポーツ 表彰
優勝コメント

アルゼンチンタンゴショー開催



茨城境ライオンズクラブの皆さんと町内小中学校の代表児童生徒

俳
　
句

「
秋
晴
・
冬
支
度
・
菊
花
展
」他
当
季
雑
詠

兼
題

十
月
二
十
日　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

短
　
歌

月
日
過
ぎ 

今
で
も
祖
父
は 

感
謝
さ
れ 

子
や
孫
に
ま
で 

語
り
継
が
れ
り

連
絡
も 

久
し
く
取
れ
ず 

幼
な
友 

便
り
の
あ
り
て 

心
安
ら
ぐ

匂
い
た
つ 

孫
の
記
念
樹 

金
木
犀 

今
は
嫁
い
で 

遠
き
想
い
出

降
り
つ
づ
く 

雨
に
う
た
れ
て 

大
根
の 

や
わ
ら
か
き
葉
は 

い
た
い
た
し
か
も

柵
の
上 

20
羽
位
の 

す
ず
め
た
ち 

し
ば
し
た
た
ず
み 

回
り
道
す
る

靜
も
れ
る 

夜よ

わ半
に
し
硬
き 

音
あ
り
て 

ト
タ
ン
の
屋
根
に 

柿
の
実
の
落
つ

筑
波
山 

近
く
に
あ
れ
ば 

何
げ
な
く 

百
名
山
と 

知
り
て
仰
ぎ
し

木む
く
げ槿

よ
り 

黄
色
の
花
粉 

ま
と
い
つ
つ 

か
な
ぶ
ん
慌
て 

ブ
ー
ン
と
飛
び
立
つ

浅
草
寺 

い
つ
き
て
見
て
も 

人
の
む
れ 

和
服
姿
の 

異
国
人
い
た
り

小
雨
降
る 

秋
の
日
長
き 

午
後
三
時 

過
去
を
め
ぐ
り
て 

何
を
探
す
か

庭
隅
で 

地
虫
鳴
く
な
り 

淋
し
げ
に 

秋
足
早
や
に 

暮
れ
そ
む
る
ら
ん

境
短
歌
会　
山
鳩

斉
藤　

敬
子

松
岡　

美
智
子

本
島　

い
と
子

五
月
女　

三
枝
子

鈴
木　

喜
与
子

桜
井　

レ
イ

川
村　

米
子

川
上　

ヒ
サ

風
間　

リ
ヨ
子

稲
田　

美
重
子

飯
田　

俊
子

硝が
ら
す
ど

子
戸
の 

軋き
し

み
直
し
て 

冬
支
度

秋
晴
や 

ガ
マ
口こ

う
じ
ょ
う上の 

冴
え
渡
る

車
イ
ス 

家
族
む
つ
ま
じ 

菊
花
展

秋
晴
れ
に 

も
の
ぐ
さ
初
老 

庭
を
掃
き

主あ
る
じな
き 

部
屋
の
障
子
に 

秋
の
晴
れ

門
前
の 

出
店
も
揃
う 

菊
花
展

光
陰
に 

追
い
越
さ
れ
つ
つ 

冬
支
度

名
園
の 

樹
木
の
手
入
れ 

冬
支
度

芳
香
を 

放
つ
役
者
や 

菊
花
展

秋
晴
に 

沈
む
気
持
ち
も 

再お

こ起
さ
れ
て

木き
ね
ず
み鼠
の 

頰
膨
ら
ま
せ 

冬
支
度

菊
花
展 

出
来
栄
え
皆
で 

褒
め
合
い
て

菊
花
展 

師
と
吟
行
の 

懐
か
し
き

秋
晴
や 

歩
調
も
軽
き 

夫め
お
と婦
あ
り

高
齢
と 

な
り
て
早
ま
る 

冬
支
度

菊
花
展 

苦
労
の
結
晶 

競
い
合
う

秋
晴
や 

孫
の
手
を
引
き 

滑
り
台

光　

夫

き
み
代

正　

映
仁

き
よ
乃

雄　

節

譲　

一

み
よ
子

久　

子

幸　

子

ま　

こ

す
み
子

登
ち
か
ら

慶　

子

省　

三

香　

こ

走
る
蹴
る 

秋
晴
れ
に
子
ら 

風
を
き
る

※
町
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
練
習
に
励
む
お
孫
さ
ん
た
ち
の
頼
も
し
い
姿
を
詠

ん
だ
句
。
秋
晴
の
も
と
縦
横
無
尽
に
駆
け
回
る
子
ら
の
様
子
が
よ
く
描
か

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
走
る
・
蹴
る
・
き
る
」
が
連
続
す
る
躍
動
感

に
は
誰
も
が
素
直
に
共
感
さ
せ
ら
れ
る
。

は
ら
は
ら
と 

狭さ

庭に
わ

の
樹
々
も 

冬
支
度	

※
（
色
取
り
取
り
の
木
の
葉
が
散
り
始
め
て
）
わ
が
家
の
庭
木
も
い
よ
い

よ
冬
支
度
に
入
っ
た
か・・と
実
感
す
る
作
者
。
句
は
、紅こ

う
よ
う葉
の
描
写
を
「
は

ら
は
ら
と
」
と
動
き
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
そ
の
為
、
よ
り
リ
ア
ル
な
作

品
と
な
っ
て
い
る
。

正　

子

妙

子

平
成
最
後
の
年
の
暮
れ
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
の
経
つ
の
は
と
て
も
早

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
特
に
夏
は
猛
暑
、
豪
雨
、
台
風
、
地
震
等
大

き
な
自
然
災
害
が
各
地
で
あ
り
、
大
変
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
二
十
四
号
で
は
境
町
で
も
被
害
が
あ
り
自
然
災
害
の
多
い
一
年

だ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
来
年
は
少
し
で
も
穏
や
か
な
年
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
年
末
で
何
か
と
忙せ
わ

し
い
時
で
す
が
、
少
し
で

も
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

境町いきいき福祉大会実行委員会が
北海道の復興支援へ義援金を寄付

義援金贈呈式の様子（写真左から県共同募金会山口常
務、いきいきクラブ連合会寺山会長、社会福祉協議会
仲村会長）

　９月に開催された「境町いきいき福祉大会」において
集められた、平成 30 年北海道胆振東部地震への災害義
援金 36 万 7,047 円が福祉大会実行委員会から茨城県
共同募金会に贈られました。
　この義援金は、県共同募金会を通して、復興支援に充
てられます。

11 ／ 29

茨城境ライオンズクラブが
児童生徒に年賀ハガキを贈呈

自衛官と のできるお見合い
お見合いパーティ

結婚相談室
古河店
久喜店

0280-30-7070

完全会員制
公的書類の提出　面接のできる方
★一般社会人ともお見合い可能な会員
★自衛官とのパーティ＆お見合い専用の会員

　茨城境ライオンズクラブ（横島勝巳会長）の皆さんが
役場を訪れ、町内７つの全小中学校の児童生徒へ、年賀
ハガキ約 2,000 枚をプレゼントしました。受け取った代
表児童生徒からは、「毎年手書きの年賀状を作るのでうれ
しい」といった声が聞かれました。

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話	 0280（81）1329　
E-mail　	 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

12 ／ 14
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寄付に訪れた野村和包さん（写真右）

野村和包さんが町に寄付
　野村和包さんがモ
ンテネグロ会館改修
のために役立ててい
ただきたいと 70 万
円を寄付されまし
た。

12 ／ 5

寄付に訪れた絆会の皆さん

絆会が町に寄付
　 絆 会（ 篠 原 勉 会
長）が教育振興に役
立てていただきたい
と 30 万円を寄付さ
れました。

12 ／ 10

寄付に訪れた NON 歌謡会の皆さん

NON歌謡会が町に寄付
　NON 歌謡会（荻
野憲子会長）が、チャ
リティーとして集
まった収益金 7 万
510 円を福祉のた
めに役立てていただ
きたいと寄付されま
した。

12 ／ 13

境
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寄付に訪れた利根歌謡会の皆さん

利根歌謡会が町に寄付
　 中 央 公 民 館 に お い
て、「利根カラオケ連合
会チャリティーショー

（高橋和男監修）」が行
われ、収益金3万2,625
円を教育振興に役立て
ていただきたいと寄付
されました。

12 ／ 13

寄贈に訪れた日本公衆電話会栃木支部・
境分会の皆さん

日本公衆電話会が町に寄付
　日本公衆電話会栃木支部・境分会から、児童・生徒の
心身健全育成の一助になればと、各小学校 5・6 年生に

「ぼくも、わたしも
社会の一員」、中学
校 1 年生に「中学
生のためのネット
安全ガイドブック」
の冊子を寄贈いた
だきました。

12 ／ 14

一級に合格した夏堀さん

一級　夏堀　沙耶奈
三級　斉藤　由來
次回、珠算検定試験は、平成 31
年 2 月 17 日（日）になります。

第 191 回全国商工会連合会
珠算検定合格者

検定結果
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町の人口と世帯数　※平成 30年 12 月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 24,293 人（-2）　■男性 12,308 人（+1）　■女性 11,985 人（-3）　■世帯数 8,594 世帯（+5）
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●境スタンプ会福袋抽選会
●子供ジャンボガラガラ抽選会
●町内各商店出店
●ステージイベント
●街商組合
●第2回さかい肉-one グランプリ
●境町連携都市紹介ブース1.132019 荒天延期

14日・20日

10:00-15:00
境町役場前通り
（歩行者天国内）

日曜日

子供ジャンボガラガラ抽選会

-one グランプリ

広
報
さ
か
い

　
平
成
30
年
12
月
号




